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出来形管理基準及び規格値 第３編 ⼯事共通編                                                                        単位：㎜ 

 
  

編 章 節 条 枝番 ⼯種 測定項⽬ 規格値（㎜） 測定基準 測定箇所 摘要 

３ 

⼯
事
共
通
編 

４ 

共
通
施
⼯ 

１ 

共
通
関
係 

７ 

 現場打⽔路⼯ 基準⾼▽ ±30 施⼯延⻑ 40ｍ（測点間隔 25ｍの
場合は 50ｍ）につき１ヶ所測定
する。 
延⻑ 40ｍ（または 50ｍ）以下の
ものは１施⼯箇所につき２ヶ所
測定する。 
厚さ以外の測定項⽬については、
「３次元計測技術を⽤いた出来
形管理要領（案）」の規定による
測点の管理⽅法を⽤いることが
できる。 

 
 
 
 
 
 
  
    

 

厚さｔ１ｔ２ −20 

幅 ｗ −30 

⾼さｈ１ｈ２ −30 

延⻑Ｌ −200 

１施⼯箇所毎測定する。 
ただし、「３次元計測技術を⽤い
た出来形管理要領（案）」の規定
により管理を⾏う場合は、延⻑の
変化点で測定。 

３ 

⼯
事
共
通
編 

４ 

共
通
施
⼯ 

１ 

共
通
関
係 

８ 

 集⽔桝⼯ 
街渠桝⼯ 
特殊街渠桝⼯ 

基準⾼▽ ±30 １ヶ所毎測定する。 
※現場打部分がある場合 
厚さ以外の測定項⽬については、
「３次元計測技術を⽤いた出来
形管理要領（案）」の規定による
測点の管理⽅法を⽤いることが
できる。 

 
 
 
 
 
 
 
     

上部部分は各構
造物の規格値に
よる ※厚さｔ１〜ｔ２ −20 

※幅ｗ１ｗ２ −30 

※⾼さｈ１ｈ２ −30 
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⼯
事
共
通
編 
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共
通
施
⼯ 

１ 

共
通
関
係 
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 暗渠⼯ 基準⾼▽ ±30 施⼯延⻑ 40ｍ（測点間隔 25ｍの
場合は 50ｍ）につき１ヶ所、延⻑
40ｍ（または 50ｍ）以下のもの
は１施⼯箇所につき２ヶ所測定
する。「３次元計測技術を⽤いた
出来形管理要領（案）」の規定に
よる測点の管理⽅法を⽤いるこ
とができる。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

幅ｗ１ｗ２ −50 

深さ ｈ −30 

延⻑ Ｌ −200 

１施⼯箇所毎測定する。 
ただし、「３次元計測技術を⽤い
た出来形管理要領（案）」の規定
により管理⽅法を⾏う場合は、延
⻑の変化点で測定 
 

改定箇所追記
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出来形管理基準及び規格値 第６編 道路編                                                                            単位：㎜ 

 

編 章 節 条 枝番 ⼯種 測定項⽬ 

規格値（㎜） 

測定基準 測定箇所 摘要 
個々の測定値 

（Ｘ） 
10 個の測定値の平

均（Ｘ10） 
⼯事規模
Ⅰ以上 

⼯事規模
Ⅱ以下 ⼯事規模Ⅰ以上 

６ 

道
路
編 

２ 

舗
装 

３ 

舗
装
⼯ 

  歩道路盤⼯ 
取合舗装路盤⼯ 
路肩舗装路盤⼯ 

基準⾼▽ ±50 ― ⽚側延⻑ 40ｍ毎に１ヶ所測定
し、さらに⽚側延⻑ 200ｍ毎に１
か所を掘り起こして厚さを測定
する。 
 
「３次元計測技術を⽤いた出来
形管理要領（案）」の規定による
測点の管理⽅法を⽤いることが
できる。 
 

⼯事規模の考え⽅※ 
⼯事規模Ⅰとは、１層あたりの施⼯⾯積
が 2,000 ㎡以上、あるいは表層及び基層
の加熱アスファルト混合物の総使⽤量
が、500ｔ以上の⼯事とする。 
 
⼯事規模Ⅱとは、⼯事規模Ⅰ以外とする。 
 
※路盤⼯における規模の判定は、混合物
の総使⽤量は適⽤せず施⼯⾯積で判断す
る。 
 
厚さは、個々の測定値が 10 個に９個以上
の割合で規格値を満⾜しなければならな
いとともに、10 個の測定値の平均値（Ｘ
10）について満⾜しなければならない。
ただし、厚さのデータ数が 10 個未満の場
合は測定値の平均値は適⽤しない。 
（⾯管理は除く） 
 
コアー採取について 
橋⾯舗装等でコアー採取により床版等に
損傷を与える恐れのある場合は、ほかの
⽅法によることができる。 

 

厚 さ 
ｔ＜15 ㎝ −30 −10 

ｔ≧15 ㎝ −45 −15 

幅 −100 ― 

６ 

道
路
編 

２ 

舗
装 

３ 

舗
装
⼯ 

  歩道舗装⼯ 
取合舗装⼯ 
路肩舗装⼯ 
表層⼯ 

厚 さ −9 −3 
⽚側延⻑ 40ｍ毎に１ヶ所の割で
測定し、さらに 500 ㎡以上で
1000 ㎡に 1 個の割でコアーを採
取して測定する。 
 
「３次元計測技術を⽤いた出来
形管理要領（案）」の規定による
測点の管理⽅法を⽤いることが
できる。 
 

街渠⼯は取合舗
装⼯を準⽤ 
（ブロック設置 
部分について側
溝⼯を準⽤） 

幅 −25 ― 

６ 

道
路
編 

２ 

舗
装 

４ 

排
⽔
構
造
物
⼯ 

 

９ 

 排⽔性舗装⽤路肩排⽔
⼯ 

基準⾼▽ ±30 施⼯延⻑ 40ｍ（測点間隔 25m の
場合は 50m）につき１ヶ所、施⼯
延⻑ 40m（または 50m）以下の
ものは１施⼯箇所につき２ヶ所
測定する。 
なお、従来管理のほかに「３次元
計測技術を⽤いた出来形管理要
領（案）」の規定による測点の管
理⽅法を⽤いることができる。 

 

延⻑ L −200 １ヶ所／1 施⼯箇所で測定する。 
 
なお、従来管理のほかに「３次元
計測技術を⽤いた出来形管理要
領（案）」の規定による測点の管
理⽅法を⽤いることができる。 
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